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人
口
減
少
に
伴
い
、

給
水
人
口
が
減
少

し
、
水
道
事
業
の
収
支
悪

化
が
予
想
さ
れ
る
。
結
果

的
に
、
漏
水
事
故
や
安
定

供
給
に
支
障
を
来
た
し
、

住
民
生
活
の
質
の
悪
化
を

招
き
ま
す
。
健
全
な
水
道

事
業
の
取
り
組
み
状
況
、

官
民
連
携
方
式
に
つ
い
て

の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

上
下
水
道
部
長

水
質
の
安
全
確
保

を
第
一
に
、
石
綿
管
更
新

や
水
質
基
準
51
項
目
の
分

析
や
、
放
射
能
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
耐
震
化
工
事
も

進
め
、
漏
水
事
故
防
止
に

も
努
め
て
い
ま
す
。
平
成

健
全
な
水
道
事
業
の

取
組
み
に
つ
い
て

武井久司 議員

菊池伸浩 議員

30
年
度
は
、
漏
水
調
査
を

延
べ
88 

㎞
実
施
し
、
19
ケ

所
の
修
繕
工
事
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
有
収
率
の
向
上

の
施
策
と
し
て
、
漏
水
等

に
よ
る
無
効
水
量
の
削
減

に
努
め
ま
す
。
官
民
連
携

（
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
）

は
、
県
内
自
治
体
の
動
向

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

学
校
給
食
の
重
要

性
に
つ
い
て

学
校
給
食
は
、
児

童
及
び
生
徒
の
心

身
の
発
達
に
資
す
る
も
の

で
、
重
要
な
役
割
を
果
た

す
も
の
で
す
。
学
校
給
食

の
重
要
性
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
付
帯
設
備
の
ト
ラ

ブ
ル
や
、
異
物
混
入
状
況
、

地
産
地
消
の
状
況
、
給
食

の
安
定
、
継
続
供
給
の
確

立
、
設
備
の
維
持
管
理
状

況
を
伺
う
。

教
育
部
長

給
食
は
、
学
校

に
お
け
る
食
育
、
適
切
な

栄
養
の
摂
取
に
よ
り
、
健

康
の
保
持
、
推
進
を
図
り
、

肥
満
や
生
活
習
慣
病
等
の

予
防
に
、
必
要
な
食
事
と

し
て
考
え
て
い
ま
す
。

 

異
物
混
入
に
関
し
て
は
、

児
童
生
徒
の
健
康
に
害
す

る
も
の
は
な
く
、
焦
げ
ご

飯
や
鶏
肉
の
小
骨
等
が
数

件
あ
り
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
の
も
の
と

し
て
は
、
米
、
麦
、
野
菜
、

果
物
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
場
産
物
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
き
ま

す
。

　

設
備
の
維
持
管
理
は
、

定
期
的
に
点
検
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
機
器
の

点
検
漏
れ
が
あ
り
、
停
止

す
る
事
故
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
７
月
、
学
校

統
廃
合
計
画
説
明

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
猿
田
小
学
校
の

羽
黒
小
学
校
へ
の
先
行
統

合
を
巡
り
、
い
ろ
い
ろ
紆

余
曲
折
を
へ
て
、
令
和
３

年
度
の
統
合
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

学
校
統
廃
合
で
一
番
問
題

に
な
る
の
は
、
児
童
・
生

徒
の
「
通
学
の
足
」
の
確

保
で
す
。

　

県
に
聞
き
取
り
を
し
た

と
こ
ろ
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
導
入
が
、
一
番
多
か
っ

た
の
が
行
方
市
の
４
５
台

で
す
。
こ
れ
ら
が
一
斉
に

動
く
と
な
れ
ば
、
相
当
の

費
用
が
か
か
り
ま
す
。
当

初
の
５
年
間
は
国
か
ら
の

半
額
補
助
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
は
全
部
自
治
体
負

担
で
す
。

　

小
さ
な
学
校
な
ら
学
校

運
営
費
は
校
長
１
人
分
の

給
与
で
や
っ
て
行
け
ま
す
。

先
生
の
給
与
は
、
国
と
県

の
負
担
で
す
。
統
合
を
急

ぐ
必
要
は
、
ど
こ
に
も
あ

り
ま
せ
ん
。
父
母
の
声
を

よ
く
聞
い
て
、
児
童
・
生

徒
の
足
の
確
保
が
で
き
る

見
通
し
が
つ
い
て
か
ら
で
、

十
分
間
に
合
い
ま
す
。

教
育
部
長

市
民
と
の
話
し
合

い
の
中
で
、
第
２
次
基
本

計
画
の
見
直
し
が
必
要
と

な
れ
ば
、
そ
の
と
き
に
検

討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
方
市
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
営
状
況
は
次
の
通

り
で
す
。
小
学
校
43
台
、

中
学
校
2
台
、
計
45
台
で

す
。
小
学
校
児
童
総
数
１
，

４
８
６
名
の
う
ち
、
約
８

割
の
１
，
１
６
３
名
が
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
は
麻
生
第
一
中

学
校
区
の
74
名
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
利
用
料
は
、

条
例
で
は
月
３
，
０
０
０

円
で
す
が
、
令
和
３
年
３

月
ま
で
は
「
子
育
て
支
援

策
」
と
し
て
月
１
，
０
０

０
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

運
行
委
託
料
、
約
３
億
円
。

国
庫
補
助
金
が
あ
る
は
５

年
な
の
で
、
今
後
の
財
源

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

   児童・生徒の「足の確保」
  を優先し、   統合を急ぐな

８人の議員が一般質問を行いました

大
和
中
学
校
西
側

の
市
道
を
、
生
徒

が
横
切
っ
て
市
の
体
育
館

を
利
用
し
て
お
り
ま
す
が
、

車
の
往
来
も
多
く
、
生
徒

父
兄
か
ら
も
安
全
対
策
を

し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で

す
。
市
の
対
応
を
伺
う
。

建
設
部
長

生
徒
の
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
や
マ
ナ
ー
向
上

を
、
交
通
安
全
教
室
等
で

図
る
と
と
も
に
、
現
場
で

の
対
策
と
し
て
、
路
面
に

注
意
喚
起
を
促
し
、
路
面

標
示
を
設
け
、
運
転
者
の

視
覚
に
訴
え
、
安
全
運
転

を
導
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 市

道
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

相田一良議員

市
内
の
市
道
に
於

い
て
、
表
示
標
識
、

特
に
白
線
が
薄
く
わ
か
り

づ
ら
く
な
っ
て
お
り
、
歩

行
者
が
危
険
だ
と
の
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
の
安
全
対
策
を
伺
う
。

建
設
部
長

経
年
劣
化
に
よ
る

市
内
の
交
通
標
識
が
破
損

し
て
お
り
、
路
面
標
示
も

消
え
て
い
る
箇
所
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

市
内
全
域
を
調
査
し
、

交
通
規
制
箇
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
警
察
を
通
し
て

県
公
安
委
員
会
へ
、
国
道
・

県
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
道
路
管
理
者
に
連
絡
し
、

市
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

建
設
課
で
今
後
、
年
次
計

画
的
に
補
修
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

遊
具
の
点
検
に
つ

い
て

今
の
時
代
、
ま
さ

に
ま
さ
か
の
時
代

で
す
。
市
内
の
幼
稚
園
・

小
学
校
等
の
遊
具
で
、
ま

さ
か
の
事
故
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
、
市
で
は
ど
の

よ
う
な
安
全
対
策
を
講
じ

て
い
る
か
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長

遊
具
の
点
検
は
、

毎
年
１
、
２
回
専
門
業
者

に
委
託
し
、
視
診
、
聴
診

等
に
よ
る
危
険
箇
所
の
摘

出
、
塗
装
の
状
態
、
ま
た

各
部
材
の
劣
化
状
態
等
の

調
査
点
検
作
業
を
行
い
、

そ
の
結
果
報
告
を
提
出
し

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
担
当
職
員
に
よ

る
目
視
、
及
び
触
診
点
検

を
行
い
、
記
録
簿
に
記
載

し
安
全
を
確
認
し
て
お
り

ま
す
。

　

修
理
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
点
検
に
基
づ
き
、

優
先
順
位
を
つ
け
、
劣
化

が
激
し
く
、
危
険
性
が

高
い
も
の
を
最
優
先
し
て
、

子
供
達
が
安
心
し
て
遊
べ

る
遊
具
の
安
全
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

市村　香 議員

以
前
の
議
会
で
、

真
壁
地
区
西
側

ル
ー
ト
や
、
公
共
交
通
の

不
便
な
地
域
の
整
備
に
つ

い
て
質
問
を
し
た
。
市
内

の
不
便
な
地
域
を
巡
回
す

る
ワ
ゴ
ン
バ
ス
を
走
ら
せ

る
こ
と
に
な
り
、
下
谷
貝

地
区
に
も
、
西
側
ル
ー
ト

と
し
て
バ
ス
停
の
看
板
が

設
置
さ
れ
、
地
元
の
方
々

の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
ア
ク
セ
ル
踏
み

間
違
い
等
の
悲
惨
な
事
故

が
報
道
さ
れ
る
中
、
桜
川

市
は
運
転
免
許
証
を
返
納

す
る
と
、
移
動
す
る
手
段

に
困
っ
て
い
た
が
、
市
内

巡
回
ワ
ゴ
ン
が
通
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
問
題
点
も
解
消

さ
れ
る
と
思
う
。
運
転
免

許
証
を
返
納
し
や
す
い
交

通
確
保
に
つ
い
て
市
の
考

え
を
伺
う
。

市
長
公
室
長

不
便
な
地
区
か
ら
、

岩
瀬
及
び
真
壁
の
市
街
地

を
巡
り
、
買
物
等
の
日
常

生
活
の
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
免
許
証
返
納
者

に
対
し
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
乗
車
券
30
回
分
と
、

運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付

手
数
料
の
補
助
を
し
て
い

ま
す
。
市
内
バ
ス
、
巡
回

ワ
ゴ
ン
の
利
用
方
法
な
ど
、

高
齢
者
が
運
転
免
許
証
を

返
納
し
や
す
い
環
境
と
な

る
よ
う
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て政

府
は
、
今
年
２

０
２
０
年
ま
で
に
、

指
導
的
地
位
に
女
性
が
占

め
る
割
合
が
、
30
％
程
度

と
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

Ｗ
Ｅ
Ｆ
が
昨
年
暮
れ
に
発

表
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
は
、
日

本
の
女
性
の
社
会
参
画
は
、

世
界
１
５
３
カ
国
中
１
２

１
位
と
低
く
、
ア
ジ
ア
で

フ
イ
リ
ピ
ン
が
一
番
高
く

16
位
、
次
は
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
、
中
国
、
韓
国
、
イ

ン
ド
よ
り
も
日
本
は
低
い
。

３
月
８
日
は
国
際
女
性

デ
ー
の
日
、
桜
川
市
の
社

会
参
画
を
考
え
る
良
い
機

会
、
現
状
と
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

平
成
30
年
度
は

20
・
5
％
で
、
県
平
均

（
26
・
０
％
）
よ
り
低
い

水
準
に
あ
る
現
状
で
す
。

第
２
次
男
女
共
同
参
画
社

会
の
環
境
の
整
備
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
へ
の
女
性
活
躍

の
推
進
、
健
康
で
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
を

掲
げ
、
目
標
の
達
成
に
向

け
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
区
計
画
に
つ
い
て

公共交通網の
整備について


